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Abstract
The work reported here was undertaken to gain information on the rela-
tive merits of grain-size parameters. The purpose of the first phase of this
investigation is to compare grain-size parameters with normal frequency
distribution curves. The author used a computer to gain the correlations
between four parameters, and to draw its graph.
The result of these analyses shows that grain-size parameters don't al-
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　Fig。8－b
このことは狭い範囲の分布型でもφスケールの範囲を広げて処理すべきことを示している。
Fig．8－aはいわゆるbimodal　frequency　type（2型）と呼ばれるもので，自然界の堆積物
でも見られるものである。Fig．8－bはその相関図である。Kuについていうと，Kelleyの値
が増加し，他のものは減少している。Soについていえば，Traskの値が異常なほど高い増
加を示していることに注目されたい。乱数処理による分析結果は省いたが，定形型のものを自
粒度分析における電算機の応用 99
然界の堆積物に対比させた場合の変動を分折した。今回は定形型の適応状態のみに利用した。
結果と考察
　Fig・4－a，Fig．4－b，Fig．4－cに示めしたように提唱者の表現の違いによって，異なった解
釈を余儀なくされたが，それぞれの表現式間の関係を認識することによって，比較することが
ある程度できた。これらのgrain－size　parametersは元来，自然界の堆積物が正規分布した
ものとした前提によって設定されたものであるため，φスケールの範囲を限定することによっ
てもその特性がいくらか失われることになる。これはφスケールの範囲をある程度広げること
によって解決できる。
　これまで粒度分析の表現においては，Medianに対するSo，Skの相関図によって代表され
ていたが，Kuの相関を加えることによって，KuをSoで代用させるよりかは良い結果が得ら
れる。SoについてはTrask，Otto＆Inman，Folk＆Wardともに良く表現していたが，
Skになるとかなりの変動がみられた。特に注目されたのはFolk＆Wardの値がφスケール
によって変化し，相対的に増加していることである。このことはFolk＆WardのSkを
Medianの値によって，その評価を変化させざるをえないことを示す。Kuについてまとめる
ならば尖頂型においてKe玉1eyの値が充分でないことを示し，このことはFig．4－a，b，cに
よっても明らかにされている。さらに，Fig．6－a，bに示されたようにTraskのSkの値が逆
の傾向を表わしているのは単位がmmであるためである。Fig．7－a，bにおけるKuの値にっ
いては，histogramの両端部を省いてしまったのが主な原因である。　このような場合にSo
がこの特性を表現している。Fig．8－a，bについては新しい試みであったが，特異的な相関図
になっていることに注目されたい。自然界の堆積物は近似的にこれらの型に集約できるので，
各提唱者聞の比較がある程度容易になった。
　本研究は粒度分析について鎌田泰彦教授，電算機処理については佐藤隆夫教授，荒生公雄講
師の指導によった。記して深謝の意を表します。
　なお，計算は長大電算室のFACOM270－20／50によった。
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